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LTI（Learning Tools Interoperability）は，近年，e ラーニングにおける学習支援ツールの相互運用を保証する標準規格
として LMS 側での準拠は進んでいるが， 学習支援ツール側での準拠は，海外ではいくつか見られるものの日本で開
発された実装例や日本語に対応した実装例は，筆者らの知る限りでは存在しないという現状がある．本報告では，2

種類の LTI に準拠した学習支援ツール（IMathAS および独自開発）と LMS（Moodle1.9 および Moodle2.3）との連携
を実現するための実装例と実装方法について解説する． 
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In recent years, LTI (Learning Tools Interoperability), which has advanced comply with the LMS as a standard to ensure 

interoperability of a learning support tool in e-learning, conforms by a learning support tool, see some abroad there is a situation 

that is not as far as the authors know, an example implementation for the Japanese examples and implementation that have been 

developed in Japan of what is. In this report, Describes how to implementation examples and implement for implementing the 

cooperation with a learning support tool(IMathAS and proprietary) that conforms to the two types of LTI and LMS (Moodle1.9 

and Moodle2.3). 

 

 

1. はじめに   

現在，LMS 上で利用される学習支援ツールは，商用のも

のから独自開発，オープンソースのものまで様々なものが

存在しているが，これら特定の LMS 上で動作するように

設計された学習支援ツールは，同一種類の LMS 上でのみ

動作可能であり，また，LMS のインストール毎に，学習支

援ツールもプラグイン等としてインストールする必要があ

る.しかし，学習支援ツールを eラーニングにおける学習支

援ツールの相互運用を保証する標準規格である LTI

（Learning Tools Interoperability）に準拠させることにより，

LTIに準拠した LMSからすぐに動作させることが可能とな

り，逐一インストールすることもなく学習支援ツールを利

用することができる[1]． 

LTI（Learning Tools Interoperability）は，近年，e ラーニ

ングにおける学習支援ツールの相互運用を保証する標準規

格として LMS 側での準拠は進んでいるが，学習支援ツー

ル側での準拠は，海外ではいくつか見られるものの日本で

開発された実装例や日本語に対応した実装例は，筆者らの

知る限りでは存在しないという現状がある．  

本研究では，2 種類の LTI に準拠した学習支援ツール

（IMathAS および独自開発）と LMS（Moodle1.9 および

Moodle2.3）との連携を実現するための実装例と実装方法に
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ついて解説する． 

2. LTI とは 

2.1 LTI 概要 

LTI（Learning Tools Interoperability）とは，IMS Global 

Learning ·Consortium（以下，IMS と呼ぶ）が，異なるプラ

ットフォーム間（異なる LMS 上）における学習支援ツー

ルの相互運用を可能とする技術に関する規格を策定し，標

準化した規格のことである[2]．LTI の具体的なイメージと

しては，次のようなケースを想定することができる（図 1

参照）． 

 

図 1 LTI の概要 
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なお，LTI を利用することのメリット，および LTI と

SCORM との相違については，先行研究[3]を参照していた

だきたい． 

2.2 LMS と学習支援ツールの LTI 準拠状況 

(1) LMS 側 

LTI における LMS は，Tool Consumer（ツール・コンシ

ューマ）と呼ばれている．IMS に認定されている Tool Co

nsumer（ツール・コンシューマ）の例として，Blackboard 

9.1SP4，Desire2Learn Learning Environment v8.4.2 and v9.

0，Canvas 2012-05-12，Moodle 1.9, Moodle 2.0，Moodle 

2.2，Moodle 2.3Sakai v2.7 などがある[4]． 

(2) 学習支援ツール側 

LTI における学習支援ツールは，Tool Provider（ツール・

プロバイダ）と呼ばれている．IMS に認定されている Tool 

Provider（ツール・プロバイダ）の例として，CourseSmart 

ServiceHub 2.0，CafeScribe Building Block for Blackboard，

IMathAS，Learning Objects Campus Pak v4.2，NoteFlight 2.1

などがある[4]． 

2.3 LTI の利用方法 

LTI の利用方法としては，まず，各 LMS を LTI が使える

環境にし，Tool Consumer（ツール・コンシューマ）として

機能するように行う必要がある．（※初期設定のままで LTI

が使える環境であれば，特に何もする必要はない．）次に，

LTI が使える環境になったら，利用する Tool Provider（ツー

ル・プロバイダ）を呼び出す設定を行う． 

LTI 利用の流れを以下に示す（図 2 参照）． 

 

図 2 LTI の利用方法 

 

2.4 LMS との連携 

 学習支援ツールと LMS との連携は，以下のように双方

が情報をやりとりすることにより実現している（図 3 参

照）． 

1）学習支援ツールは LMS から getUserKey()メソッドによ

り，アカウント情報を任意の連番（LMS が自動的に付加す

る）という形で取得する．これは，学習支援ツールのログ

イン名や学習履歴に利用される． 

2）学習支援ツールは LMS から getUserName()メソッドによ

り，アカウント情報を姓および名（LMS にユーザ登録した

際の情報）という形で取得する．これは，学習支援ツール

上に表示されるユーザ名に利用される． 

3）学習支援ツールは LMS から getResourceKey()メソッド

により，活動情報を任意の連番（LMS が自動的に付加する）

という形で取得する．これは，学習支援ツールの任意の場

所を呼び出す際に利用される． 

4）学習支援ツールは LMS へ「 lis_result_sourcedid」，

「ext_ims_lis_basic_outcome_url」，「oauth_consumer_key」，

「ext_ims_lis_resultvalue_sourcedid」という４つの情報を

do_post_request ()メソッドにより，数値の形で送信する．こ

れは，学習支援者（教員）が LMS 上で学習者の成績を確

認する際に利用される． 

 

図 3 学習支援ツールと LMS との情報のやりとり 

 

3. LTI 準拠学習支援ツールと LMS との連携 

3.1 IMathAS の実装 

ここでは，LTI に準拠した学習支援ツールの Moodle1.9

および Moodle2.3 への実装例として，IMathAS について述

べる． 

(1) IMathAS 概要 

IMathAS とは，米国 Pierce College の David Lippman が開

発したインターネット数学評価システム（ Internet 

Mathematics Assessment System）のことであり，数学の宿題

やテストの自動採点のための Webベースの数学の評価ツー

ルのことである[5]．この IMathAS は，PHP および MySQL

を使用したシステムであり，単純な数学の問題から，マウ

ス操作によりグラフを作成する問題まで多岐にわたってい

るのが特徴である（図 4・5 参照）．また，評定表機能

（Gradebook），フォーラム機能（Forums），メッセージ機能

（Messages），カレンダー機能（Calendar）などがある． 
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図 4 解答を入力する問題 

 

 

図 5 マウス操作によりグラフを作成する問題 

 

(2) Moodle1.9 での設定方法 

IMathAS を Tool Provider（ツール・プロバイダ）として

Moodle1.9 に登録する方法は，以下のとおりである． 

1) Moodle 1.9 を Tool Consumer（ツール・コンシューマ）と

して機能させるために， Moodle1.9 に BasicLTI4Moodle [6]

をインストールする．（※詳細は，先行研究[7]を参照して

いただきたい．） 

2)「モジュール共通設定」に以下の内容を入力する（図 6

参照）．（※「Remoto Tool URL」，「Resource Key」，「Remoto 

Tool Password」は，「http://www.imathas.com/」にある情報

を入力） 

 

 

図 6 Tool Provider（ツール・プロバイダ）の登録 

 

※その他の設定は，先行研究[8]を参照していただきたい． 

(3) Moodle2.3 での設定方法 

IMathAS を Tool Provider（ツール・プロバイダ）として

Moodle2.3 に登録する方法は，以下のとおりである． 

1)「活動またはリソースを追加する」をクリックする（図 7

参照）． 

 

図 7 Tool Provider（ツール・プロバイダ）の登録 2 

 

2)外部ツールの「一般」に以下の内容を入力する（図 8 参

照）．（※「起動 URI」，「コンシュマーキー」，「共有秘密鍵」

は，「http://www.imathas.com/」にある情報を入力） 

 

図 8 Tool Provider（ツール・プロバイダ）の登録 3 

 

このようにすることで，様々な LMS と IMathAS とを連

携させることができるようになる． 

3.2 開発した学習支援ツールの実装 

ここでは，LTI に準拠した学習支援ツールの Moodle1.9

および Moodle2.3 への実装例として，開発した学習支援ツ

ールについて述べる．また，開発した学習支援ツールの

LMS への実装方法についても述べる． 

(1) 開発した学習支援ツール概要 

開発した学習支援ツールについては，先行研究[9]を参照

していただきたい． 
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(2) Moodle1.9 での設定方法 

開発した学習支援ツールを Tool Provider（ツール・プロ

バイダ）として Moodle1.9 に登録する方法は，前述した

IMathAS と同様であるが，「モジュール共通設定」を開発し

た学習支援ツール用に設定する（図 9 参照）． 

 

図 9 Tool Provider（ツール・プロバイダ）の登録 4 

 

(3) Moodle2.3 での設定方法 

開発した学習支援ツールを Tool Provider（ツール・プロ

バイダ）として Moodle2.3 に登録する方法は，前述した

IMathAS と同様であるが，外部ツールの「一般」を開発し

た学習支援ツール用に設定する（図 10 参照）． 

 

図 10 Tool Provider（ツール・プロバイダ）の登録 3 

 

(4) 学習支援ツールの実装方法 1 

 開発した学習支援ツールを Tool Provider（ツール・プロ

バイダ）として LMS と連携させるためには，学習支援ツ

ール側のコーディングが必要になる．学習支援ツール側の

コーディングは，1）LMS から呼び出されるための設定，

2）LMS の情報を取得するための設定，3）LMS へ情報を

送信するための設定，の３つに大きく分けることができる．

これらの設定は，http://www.imsglobal.org/developers/BLTI/

よりダウンロードした「dist」フォルダ内の「tool.php」と

いう IMS が公開しているサンプルのソースコード（LMS

から学習支援ツールを呼び出すための php ファイル）を利

用し，学習支援ツール用に編集する（本研究では，ファイ

ル名を「tool2.php」とした）．なお，ダウンロードした「dist」

フォルダは，サーバ上の LMS のインストールフォルダに

配置する必要がある． 

学習支援ツール用に改変したソースコードは以下のと

おりである（図 11 参照）． 

 

図 11 tool2.php 

 

 上図 A の部分は，LMS で設定した「Resource Key」を指

定する． 

上図 B の部分は，LMS のアカウント情報を学習支援ツー

ルの変数$gaku と$simei（変数名は任意）に代入する．これ

は，学習支援ツール側でログイン名や学習履歴，学習支援

ツール上に表示されるユーザ名に利用される． 

上図 C の部分は，LMS の活動情報を学習支援ツールの変

数$resource（変数名は任意）に代入し，さらに$resource の

値の左から 8 文字を除いた 2 文字分を$resourcelinkid（変数

名は任意）に代入する．これは，学習支援ツールの任意の

場所を呼び出す際に利用される． 

上図 D の部分は，学習支援ツールの学習結果を LMS へ

送信するための情報を学習支援ツールの変数$outcomeid と

$outcomeservice と$outcomekey（変数名は任意）に代入する．

これは，学習支援者（教員）が LMS 上で学習者の成績を

確認する際に利用される． 

このようにすることで，様々な学習支援ツールを LMS

と連携させることができるようになる． 

(5) 学習支援ツールの実装方法 2 

図 11 の C と D に関しては，さらにコーディングが必要

であるので，ここで述べる． 

まず，図 11 の C についてであるが，LMS における「活

動」は，LMS が自動的に「活動」に連番を付加するように

なっている．例えば，Moodle1.9 の場合をみてみると，下

図のようになっている（図 12 参照）． 

A 

B 

C 

D 
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図 12 Moodle1.9 の「活動」に付加される連番 

 

図 12 の場合，活動「学習支援ツール」には「10」，活動

「Word タスク 1」には「11」，活動「Word タスク 2」には

「13」，活動「Word タスク 3」には「18」，活動「Word タ

スク 4」には「19」という連番が付加されている．この連

番を getResourceKey()メソッドを利用して学習支援ツール

側に呼び出し，その呼び出された連番により学習支援ツー

ルの任意の場所を呼び出すことが可能になる．しかし，現

状では，これらの連番を事前に調べ，得られた連番を元に

コーディングする必要がある．任意の場所を呼び出すコー

ディングは上述した「tool2.php」に行う（図 13 参照）． 

 

図 13 tool2.php 

 

次に，図 11 の D についてであるが，上述したように開

発した学習支援ツールは，「テキスト」，「練習問題」，「掲示

板」の３つから構成されているが，この内「練習問題」の

結果は学習支援ツール側のデータベースへ格納され，学習

者の学習履歴および学習進捗状況に利用される仕組みにな

っている．したがって，LMS 側から学習者の学習進捗状況

を確認することはできない．しかし，学習支援者（教員）

側が学習者の学習進捗状況を確認したいということもある

であろう．こうした学習支援者（教員）側の要望は，LIS Basic 

Outcomes Service を利用することで対応が可能である． 

学習支援ツールでの学習結果を LMS へ送信するための

コーディングは，http://www.imsglobal.org/developers/BLTI/

よりダウンロードした「dist」フォルダ内の「setoutcome.p

hp」という IMS が公開しているサンプルのソースコード

（学習支援ツールでの学習結果を LMSへ送信するための p

hp ファイル）を利用し，学習支援ツール用に編集する．本

研究では，開発した学習支援ツールの科目「Word」の練習

問題である「タスク 4」の学習結果を LIS Basic Outcomes 

Service 経由で LMS に送信するための php ファイル「wt4.p

hp」とした． 

現状では，まず，LMS の「lis_result_sourcedid」を事前に

調べ，その後，得られた「lis_result_sourcedid」を元にコー

ディングする必要がある．学習支援ツール用に改変したソ

ースコードは以下のとおりである（図 14 参照）． 

 

 

図 14 wt4.php 

 

図 14 のソースコードは，解説箇所が多いため以下にそ

れを示す． 

＜23 行目＞ 

学習支援ツールの学習結果をLMS上の活動に送信するP

HP ファイル「service.php」（サーバ/moodle/mod/basiclti/serv

ice.php）の URI を指定するために編集する． 

＜24 行目＞ 

学習支援ツールの学習結果を LMS 上の活動に送信する

際に，どの「Resource Key」を使用するのかを指定するた

めに編集する． 

＜26 行目＞ 

学習支援ツールの学習結果をログインユーザごとに

LMS の活動に送信するために追加する． 

＜28 行目＞ 

学習支援ツールの学習結果を LMS 上のどの活動にどの

UserID を使用して送信するのかを指定するために編集す

る． 

＜29 行目＞ 

学習支援ツールの学習結果を LMS 上の活動に送信する

際に，どの「Remoto Tool Password」を使用するのかを指定

するために編集する． 

＜31 行目＞ 

学習支援ツールの学習結果を LMS 上の活動に送信する

際に，どのような評点を送信するのかを指定するために編

集する． 

＜33～38 行目＞ 

学習支援ツールの学習結果を LMS 上の活動に送信する
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際に，どのような形式の評点を送信するのかを指定するた

めに編集する．  

このようにすることで，学習支援ツールでの学習結果を

LMS の指定した「活動」に送信することができるようにな

る． 

 本節の最後に，ログインユーザごとの学習支援ツールで

の学習結果（Word タスク 4）が LMS へ送信される様子を

以下に示す（図 15・16・17 参照）． 

 

図 15 ユーザ「yukio murakami」でログイン 

 

 

図 16 ユーザ「yukio murakami」の学習結果 

 

図 17  Moodle1.9におけるユーザ「yukio murakami」の学習結果 

4. おわりに 

本報告では，2 種類の LTI に準拠した学習支援ツール

（IMathAS および独自開発）と LMS（Moodle1.9 および

Moodle2.3）との連携を実現するための実装例と実装方法に

ついて解説した． 

LTI は，e ラーニングにおける学習支援ツールの相互運

用を保証する標準規格として広まりつつあるが，その潜在

的な可能性を活かした実装例が国内においては筆者らの知

る限りでは存在しない． 

今後の研究では，開発した学習支援ツールにおいて，現

在手動で設定している，1）学習支援ツールの任意の場所を

呼び出す設定，2）ログインユーザごとの学習結果を LMS

へ送信する設定の２つを学習支援ツール上から自動的に設

定することができるようにしたい．また，LTI を利用した

「掲示板」機能により，複数の LMS 間でのディスカッシ

ョンを可能にする実装についても行いたい． 
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